
     上村 達男（うえむら・たつお） 

 

 ・昭和23年4月19日東京都生まれ 67才 

  ・略歴 

   早稲田大学法学部、早稲田大学大学院法学研究科博士課程修了  

   北九州市立大学法学部専任講師・助教授、専修大学法学部助教授・教授、立教大学

法学部教授を経て平成9年4月より早稲田大学法学部教授 

   早稲田大学法学学術院(法学部・法学研究科)教授 

元早稲田大学法学学術院長・法学部長(平成22年9月20日まで4年間) 

元早稲田大学21世紀COE・グローバルCOE「企業法制と法創造」総合研究所所 

 長(平成25年3月までの10年間) 

 ・専攻  会社法 資本市場法 

  ・学位  法学博士(早稲田大学) 

・社会的活動  ゴシックは現任 

    法制審議会会社法制部会委員(法務省)、NHK経営委員会委員長職務代行者、国民

生活審議会委員(生活安全プロジェクト「守るWG主査」)(内閣府)、産業構造審議

会臨時委員(経済産業省)、金融審議会専門委員(金融庁)、総合資源エネルギー調

査会臨時委員(経済産業省)、企業会計基準委員会専門委員、日本学術会議連携委

員、東京証券取引所自主規制法人アドバイザリーボード委員、日本私法学会理事、

日本証券経済学会理事、(株)資生堂社外取締役、明治安田生命保険評議員、日本

投資者保護基金理事、松竹大谷図書館評議員、経済財政諮問会議専門調査会委員

(金融・資本市場改革ワーキング・グループ主査－内閣総理大臣)、司法試験(第

二次試験)考査委員＜商法＞(法務省)、法制審議会会社法(株券不発行等)部会委

員(法務省)、(株)JASDAQ証券取引所社外取締役、NTTドコモ・アドバイザリーボ

ード委員、日本取締役協会幹事、競争政策と公的再生支援のあり方に関する研究

会委員(公正取引委員会) その他 

  ・著書    会社法改革－公開株式会社法の構想－岩波書店(2002)(平成15年度大隅健一郎賞

受賞) 2015年に中国証券管理監督委員会編になる中国語版刊行 

  共著  株式会社はどこへいくのか (金児昭氏) 日本経済新聞出版社(2007) 

   編著    早稲田大学21世紀COE叢書＜企業社会の変容と法創造＞全8巻(日本評論社) 

共編著 金融サービス市場法制のグランドデザイン(神田秀樹氏他)東洋経済新報社 

会社法における主要論点の評価(森淳二朗氏と) 中央経済社(2006･12)  

   論文  「会社法104条･105条･106条･109条」(山下友信編・会社法コンメンタール３巻 

＜商事法務＞2013) 

     「＜連載＞新体系証券取引法(全25回)」企業会計53巻4号以下(2001~2004)他 


